
IBIGAWA 2006 APRIL 4

る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
必
要
と
な
る
情
報
公
開
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
住
民
の
皆
様
方
へ
の
町
政

の
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
町
政
の
透
明

性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
男

女
が
対
等
に
参
加
し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
支
援
と

し
て
、
地
域
が
も
つ
特
性
や
特
色
を
活
か
し
た

活
動
や
地
域
が
抱
え
る
身
近
な
問
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
、
住
民
の
主
体
的
な

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
住
民
が

交
流
し
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
区
の
集
会
施

設
の
建
設
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
昨
年
５
月
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
８
月
に
総
務
課

に
課
内
室
を
設
け
、
９
月
か
ら
「
揖
斐
川
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
ご
審
議
い
た

だ
き
、
本
年
２
月
24
日
に
「
行
政
改
革
大
綱
」

の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
行
政

改
革
の
目
標
で
は
、
時
代
の
変
化
や
地
域
実
情

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
経
営
資

源
で
あ
る
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」
を
有
効
に

活
用
し
、
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
、
経
費
を

削
減
す
る
た
め
の
手
段
の
構
築
、
費
用
対
効
果

な
ど
に
よ
る
事
務
事
業
の
検
証
、
職
員
の
資
質

向
上
な
ど
の
経
営
資
源
の
見
直
し
に
取
り
組
む

よ
う
改
革
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
新
た

な
視
点
に
立
っ
た
効
率
的
な
行
政
を
目
指
す
た

め
、
効
率
的
な
行
政
体
制
の
整
備
、
事
務
事
業

の
評
価
と
見
直
し
、
行
政
経
営
の
見
直
し
を
行

い
、
住
民
と
行
政
の
協
働
で
自
治
体
経
営
を
行

っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
の
自
治
体
経
営
を
ト
ー
タ
ル

的
に
評
価
し
、
施
策
や
予
算
、
人
事
に
反
映

で
き
る
「
揖
斐
川
町
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
答
申
を
基
に
今
後
、
出
来
る
も
の
か
ら

早
急
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
を
行
う
た
め
に
は
、
職

員
の
意
識
改
革
と
能
力
向
上
が
重
要
で
あ
り
、

新
た
な
行
政
運
営
に
対
応
し
た
職
員
を
育
成

す
る
た
め
に
、
各
種
研
修
を
は
じ
め
、
県
や

近
隣
の
市
・
民
間
企
業
等
へ
の
派
遣
を
行
い
、

職
員
の
意
識
改
革
や
能
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

な
お
、
職
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
員

管
理
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
10
年
間
で
約

１
０
０
人
の
削
減
を
し
ま
す
。

　

最
後
に
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
、
行
政
改

革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た「
行

政
改
革
大
綱
」
の
中
で
、
組
織
・
機
構
の
再

編
と
し
て
、
組
織
の
機
動
力
を
向
上
さ
せ
、

住
民
対
応
が
迅
速
に
行
え
る
組
織
や
業
務
の

見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
新
年
度
に
お
い
て
、
現
在
の
本
庁
組

織
を
こ
れ
ま
で
の
５
部
体
制
か
ら
３
部
体
制

に
再
編
し
ま
す
。
ま
た
、
重
要
な
課
題
に
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
設
置
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
広
報
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
増
え
る
中
、
迅
速

に
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
本
年
度
よ

り
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
を
実

施
し
、
行
政
情
報
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
実
情
を
ご
賢
察
い
た

だ
き
、
一
層
の
御
理
解
・
御
支
援
・
御
指
導

を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

◎人と自然が共存する快適なまちづくり
【自然や地球環境にやさしい行動をするまちづくり】 【いびがわ暮らしの魅力を提供するまちづくり】
公有地化推進事業
全国川サミット事業
森林整備地域活動支援事業
農業集落排水事業
公共下水道事業
個別排水事業

130,000 千円
23,000 千円
54,008 千円

2,288,849 千円
208,130 千円
209,893 千円

放送通信ネットワーク整備事業
簡易水道事業
県単土木事業負担金
町道維持改良事業
ふれあいトンネル整備事業
農道維持改良事業
林道開設改良舗装事業
地方バス路線維持経費
鉄道対策経費
公営住宅建設事業費

1,049,576 千円
453,100 千円
28,300 千円
244,466 千円
595,397 千円
63,424 千円
367,541 千円
88,444 千円
5,313 千円

395,833 千円

【自然災害から住民の生命と財産を守るまちづくり】
治山対策事業
総合流域防災事業（洪水ハザードマップ等）
消防施設整備事業
小型動力ポンプ･消防車輌購入事業

10,260 千円
7,655 千円
58,254 千円
42,582 千円

◎健康で思いやりに満ちた文化の薫るまちづくり
【健康で安心して暮らし続ける環境を提供するまちづくり】 【元気で楽しく活動する住民文化を高めるまちづくり】
長寿者褒賞事業
地域支援介護予防事業
包括的支援事業
児童居宅介護支援費
すこやかベビー祝い金事業
児童手当支給費
子育て支援センター運営費
福祉医療費支給事業
老人医療費等支給事業
乳児医療支給事業
児童医療支給事業

5,249 千円
5,049 千円
5,878 千円
7,113 千円
7,000 千円

134,885 千円
12,545 千円
56,751 千円
48,161 千円
50,064 千円
30,852 千円

特色ある地域づくり事業
文化財保護事業
揖斐まつり芸　保存事業
文化会館建設基本構想調査事業
有形文化財保存事業
揖斐川歴史民俗資料館改装事業
西美濃天文台移設事業
いびがわマラソン負担金

2,000 千円
9,228 千円
3,000 千円
3,000 千円
9,528 千円
66,727 千円
115,000 千円
15,000 千円

【たくましく豊かな心をもった子供を育成するまちづくり】
セントジョージ派遣事業
オーストラリア派遣事業
谷汲統合小学校建設事業
揖斐小学校建設事業

8,350 千円
2,680 千円

865,990 千円
577,380 千円

◎ふれあい豊かな活力に満ちたまちづくり ◎住民とともに考え、新たな地域づくりを実践するまちづくり
【観光交流・健康産業を創出するまちづくり】 【参加と協働のまちづくり】
特産品開発事業
ぎふクリーン農業生産流通総合整備事業
藤橋温泉整備事業
揖斐川観光連盟活動補助事業
谷汲門前街景観整備事業
商工会運営支援事業
工場設置奨励事業費

5,320 千円
35,342 千円
808,343 千円
39,442 千円
4,000 千円
49,400 千円
93,000 千円

町民憲章制定事業
コミュニティセンター建設助成事業
町有外郭団体経営診断事業

321 千円
15,000 千円
5,345 千円

平成18年度の主要事業


